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１．近畿自動車道伊勢線 名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）の事業概要 

（１）事業目的 

 近畿自動車道伊勢線は、愛知県名古屋市と三重県伊勢市を結ぶ、延長約８１kmの高速自動車国道であり、名古屋西JCTから

飛島JCTまでの延長１２．２kmの区間は、名古屋環状２号線の一部区間を形成しています。 

 本事業は、環状道路及びその内側地域での交通渋滞の緩和を図るとともに、巨大地震発生時の浸水被害などの災害に強い

道路機能の確保に資する道路です。 
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近 畿 自 動 車 道 伊 勢 線  名 古 屋 環 状 ２ 号 線 （ 名 古 屋 西 ～ 飛 島 ） の 全 体 位 置 図  

凡 例 

 
 

近 畿 自 動 車 道 伊 勢 線 

一 般 国 道 ３ ０ ２ 号 

名古屋環状２号線 
（ 開 通 済 ） 

〃     （  事  業  中  ） 

有 料 道 路 

一 般 国 道 

今 

回 

評 

価 

事 

業 

近畿自動車道伊勢線 
名古屋環状２号線 
（名古屋西～飛島） 
延長１２．２ｋｍ 

有 料 道 路 （ 事 業 中 ） 

三重県 

岐阜県 

愛知県 

あいち 

近畿自動車道伊勢線 
名古屋環状２号線 
（名古屋西～飛島） 

平成２５年１１月撮影 
平成２８年２月撮影 写真① 

至 飛島村 

至 大治町 

【海部郡飛島村 
三福地区（上空）】 



１．近畿自動車道伊勢線 名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）の事業概要 

（２）計画概要 

標 準 断 面 図  
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近畿自動車道伊勢線 名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）【専用部】 

凡 例 

 
 

近 畿 自 動 車 道 伊 勢 線 一般国道３０２号 

名古屋環状２号線 
（開通済） 

〃 （ 事 業 中 ） 

有 料 道 路 

一 般 国 道 
 

 

事業名 
近畿自動車道伊勢線 

名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 

道路規格 第２種第１級 （自動車専用道路） 

設計速度 ６０ｋｍ/ｈ 

車線数 完成４車線 

都市計画決定 昭和５７年度 

事業化 平成２１年度 

用地着手年度 平成２５年度 

工事着手年度 平成２４年度 

延長 １２．２ｋｍ 

前回の再評価 平成２６年度（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ２，２４０億円 （８９０億円増額） 

開通予定年度 平成３２年度 
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２．評価の視点 

① 交通渋滞の緩和 

（１）事業の必要性等に関する視点 

出典：自動車検査登録情報協会データ（平成２９年２月末） 

○自動車保有台数（都道府県別上位５県） ○地域の主要渋滞箇所の状況 

○名古屋環状２号線内側の損失時間の削減 

９％削減 

※損失時間の算定方法 
 現況（H２２） ：平成２２年度損失時間データ（一般道） 
 整備後   ：交通量推計により整備あり・なしにおける損失時間の 
          変化率を求め、現況値に乗じて算定。 

○名古屋環状２号線国道３０２号（西南部） 
の損失時間の削減 

○３大都市圏の利用交通機関分担率 

出典：各都市圏PT調査 
   （中京都市圏：H２３、東京都市圏：H２０、京阪神都市圏：H２２） 
※中京都市圏：愛知県、岐阜県南部、三重県北部 
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■愛知県は自動車保有台数が全国１位であり、中京都市圏では自家用乗用車の利用が約６割と、自動車に依存した交通特性があります。 

■都心部の交通集中により環状道路の内側において渋滞が発生。本事業区間に並行する国道３０２号では物流交通が集中し、混雑しています。 

■本事業の実施により、環状道路機能が発揮され、交通渋滞の緩和に寄与します。 

－ ３ － 

梅之郷交差点北側を撮影（Ｈ28.2） 

［国道３０２号の交通状況］ 

至飛島ふ頭 

至名古屋市 

国道302号に 
物流交通が集中 

３０％削減 

万
人

時
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名古屋環状２号線
の内側地域及び沿
線地域に主要渋滞
箇所が多い 

凡  例 
＜主要渋滞箇所＞ 
     箇所    
      区間     
＜道路種別＞ 
     高速道路     
     一般県道以上  
     市町村道 

近
畿
自
動
車
道
伊
勢
線 

名
古
屋
環
状
２
号
線 

（名
古
屋
西
～
飛
島
） 



0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H1
0

H1
1

H1
2

H1
3

H1
4

H1
5

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

コンテナ貨物取扱量 自動車部品取扱貨物量

（万トン）

２．評価の視点 

② ストック効果事例：物流効率化の支援 

（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ４ － 

■名古屋港飛島ふ頭地区のコンテナターミナルの整備により、海外向け自動車部品等のコンテナ貨物取扱量は約20年で約3倍に増加しています。 

■近畿自動車道伊勢線の整備により、飛島ふ頭への物流の回旋数を1日2往復から3往復に高めるなど、物流の効率化が期待されています。 

名古屋西JCT 

海外へ 

名古屋環状２号線 

飛島ふ頭 

事
業
中 

1日2往復が
3往復へ 

海外生産車の自動車部品を 
「飛島ふ頭」より輸出 
 ※企業ヒアリングより 

TS1 
TS2 

飛島ふ頭南側 
コンテナターミナル 

飛島ふ頭全景 名古屋港 

出典：名古屋港管理組合「名古屋港統計年報」より作成  

○飛島ふ頭地区のコンテナ貨物取扱量の推移 

TS2供用 
（H17.12）   

TS1供用 
（H20.12）   

94号供用 
（H3.4）   

93号供用 
（H9.4）   

飛島ふ頭東側 
コンテナターミナル 

９３号 

９４号 

○名古屋港への物流の動き 

※企業ヒアリングより 

 運輸業界のトラックドライバー不足を補うため、物流の効率化を検
討している。近畿自動車道伊勢線の整備により、所要時間の短縮
が図られ1日の回旋数が2回から3回に高められる。 

 名古屋港を中心に運輸・倉庫業を行うM社は、飛島ふ頭と小牧市の 
物流センター間で、1日当たり80～100便のコンテナ等を運送。 

企業の声(M社：輸送業) 

自動車関連 
輸送業(Ｍ社) 
名古屋港飛島ふ頭 

（仮称）飛島JCT 

近畿自動車道伊勢線 
名古屋環状２号線 
（名古屋西～飛島） 
延長１２．２ｋｍ 



２．評価の視点 

③ ストック効果事例：災害に強い道路機能の確保 

（１）事業の必要性等に関する視点 

－ ５ － 

■南海トラフ巨大地震発生時には、全国から愛知県の広域物資輸送拠点に物資が輸送された後、地域内物資輸送拠点への輸送には、名古屋環状２  
  号線が活用されます。 
■高架構造の近畿自動車道伊勢線が整備されることにより、浸水が想定される海抜ゼロメートル地帯において緊急輸送道路の機能が確保されます。 

○巨大地震発生後の物資輸送フロー 
 （イメージ） 

○浸水被害発生時の国道３０２号 
  ・近畿自動車道伊勢線（イメージ） 

国道３０２号冠水時も 
近畿自動車道伊勢線は走行可能 

   :浸水想定区域 

  ：広域物資輸送拠点  ：地域内輸送拠点（名古屋環状2号線経由） 

・近畿自動車道伊勢
線は高架構造のため
浸水被害発生時も走
行可能。 

・地震発生後は、救
急搬送路や物資輸送
路として利用されるこ
とが期待できる。 

※南海トラフ巨大地震モデル検討会(第二次報告）追加資料を基に作成 

 ：物資輸送拠点間の輸送ルート（名古屋環状2号線使用） 
 ：地域内物資輸送拠点（名古屋環状2号線不使用） 

資機材・ 
人員等の手配 

調達物資の 
輸送開始 

広域物資輸送拠点まで 
物資を輸送 

地域内物資輸送拠点まで 
物資を輸送 

被災状況の確認 

1
日
目 

2
日
目 

3
日
目 

4
日
目
以
降 

地震発生 

岐阜県 

小牧JCT 一宮JCT 
東
名
高
速
道
路 

名古屋環状２号線 

凡例 
    ：有料道路（開通済） 
    ：有料道路（事業中） 

    ：直轄国道 

名古屋港 

三重県 

愛知県 

一宮総合運動場 

中小企業
振興会館 

愛・地球博
記念公園 

近畿自動車道伊勢線 
名古屋環状２号線 
（名古屋西～飛島） 
延長１２．２ｋｍ 

日進JCT 

○巨大地震発生時の物資輸送ルート 



３．事業の進捗及び見込みの視点 

（名古屋市中川区島井町） 

近畿自動車道伊勢線 

名古屋環状２号線 

(名古屋西～飛島） 

延長12.2ｋｍ 

平成３２年度開通予定 

（海部郡飛島村木場一丁目） 

事業の進捗の見込み状況 
■迅速かつ円滑な物流の実現を図るため、平成３２年度の開通に向け整備を進めます。 

  名古屋市中川区島井町～海部郡飛島村木場一丁目（延長１２．２ｋｍ） 
な ご や なかがわくしまいちょう あ ま とびしま き ば 

－ ６ － 

近畿自動車道伊勢線 
名古屋環状２号線 
（名古屋西～飛島） 

凡 例 

 
 

近 畿 自 動 車 道 伊 勢 線 

一 般 国 道 ３ ０ ２ 号 

名古屋環状２号線 
（ 開 通 済 ） 

〃     （  事  業  中  ） 

有 料 道 路 

一 般 国 道 

今 

回 

評 

価 

事 

業 

有 料 道 路 （ 事 業 中 ） 

区間 名古屋西JCT～飛島IC 

備考 

【用地取得率】 
約８１％ ⇒ １００％ 
（平成２５年度末 ⇒ 平成２８年度末） 
【事業進捗率】 
約９％ ⇒ 約６４％ 
（平成２５年度末 ⇒ 平成２８年度末） 



３．事業の進捗及び見込みの視点 

近畿自動車道伊勢線名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 延長１２．２ｋｍ 

至東海市 

至清須市 

至三重県 

凡 例 
   国道３０２号開通済 
   国道３０２号事業中 
   近畿自動車道伊勢線 
   有料道路 
   一般国道 
   主要地方道及び一般県道 

飛島大橋 

平成２６年１０月撮影 

[工事進捗状況：写真①] 大西１交差点から飛島JCT方面を望む [工事進捗状況：写真②] 梅之郷交差点から飛島大橋方面を望む 

地点① 

■名古屋西JCT～飛島ICの事業進捗状況 

－ ７ － 

区間 名古屋西JCT～飛島IC 

備考 
【用地】取得済 
【工事】平成24年度より工事着手し、現在、橋梁上・下

部工工事等を推進 

至 大治町 

地点① 地点② 平成２６年１０月撮影 

至 大治町 

地点② 

至 飛島村 

至 飛島村 

平成２９年５月撮影 

至 大治町 

至 飛島村 

平成２９年５月撮影 至 大治町 

至 飛島村 

大西1交差点 
梅之郷交差点 



４．事業費の見直しについて：名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 
■事業費増加の要因 
 ・耐震設計基準改訂による構造物規模の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３６６億円 
 ・汚染土対策としての杭種の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３１１億円 
 ・施工時間の制約による上部工架設方法等の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９５億円 
 ・安全性向上に向けた剥落防止対策等の増工・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １１８億円 合計 ８９０億円増 

事業費増額の要因 増額 

①耐震設計基準改訂による構造物規模の見直し 

  ■ 平成24年に道路橋示方書が改訂され、地域別補正係数・地震時の慣性力等が見直しとなり、下部工・基礎 

     工・支承規模が拡大 

  ■ 加えて下部工規模の拡大により、施工時の現道交通確保のための切回し道路工が増工 

３６６億円 

②汚染土対策としての杭種の見直し 
  ■ 当初、基礎工については、場所打ち杭等で計画 

  ■ 平成24年、事業実施地域において、有害物質（鉛、砒素、ふっ素等）を含んだ汚染土壌を確認 

         (平成22年度の土壌汚染対策法改訂により、自然由来の有害物質についても、事業者による対策が必要となった) 

  ■ 汚染土処理に要する金額が高額と試算されたため、杭施工時の排土が発生しない回転杭を採用 

３１１億円 

③施工時間の制約による上部工架設方法等の見直し 
  ■ 当初、上部工架設時の規制は、4車線→2車線の終日規制を行う計画 
  ■ 公安委員会との協議により、交通規制は夜間のみとなったため、昼間に交通規制が生じない中央位置でク

レーン架設を行い、夜間に横取り架設で所定の位置に移動させる工法に見直し 
  ■ 夜間施工における交通規制期間を短縮するため、大型プレキャストPC床版、プレキャスト型枠を採用 

９５億円 

④安全性向上に向けた剥落防止対策等の増工 
  ■ コンクリート剥落対策の推進、潜在的リスクへの対応等について、共同事業者であるNEXCO中日本と協議を

行った結果、同社の設計要領を踏まえ、対策を実施することとなった 
  ■ これに伴い、コンクリート剥落時に、併走する国道３０２号へ影響が生じる部材について剥落防止対策を実施 
  ■ また、床版損傷の潜在的なリスクに対応するため、床版の長期耐久性確保を目的として、高性能床版防水を

採用 

１１８億円 

－ ８ － 



①下部工・基礎
工規模拡大 

②支承規模
拡大 

③切回し道路
工の増工 

：当初計画 
：変更計画 

5000 

7000 

N=16本→N=25本 

11500 

■ 平成24年に道路橋示方書が改訂され、地域別補正係数・地震時の慣性力等が見直しとなり、下部工・基礎工・支承規模が拡大 

■ 加えて下部工規模の拡大により、施工時の現道交通確保のための切回し道路工が増工 

４．事業費の見直しについて：名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 

①耐震設計基準改訂による構造物規模の見直し ・・・ ３６６億円 

③切廻し道路工の追加 

現況の車線を
確保した状態
で施工可能 

切回し道路工
の増工 

底版規模の拡大 
⇒現況車線の 
  確保困難 

②支承規模の拡大 

①下部工・基礎工規模の拡大 

◆形状 
1450mm×1980mm 
◆高さ 463mm 

◆形状 
 1870mm×2060mm 
◆高さ 527mm 

－ ９ － 

 
 

 

52
7 

1450 

14
00

 

1870 

◆柱 4.00m×5.00m 
◆底版 9.00m×9.00m 
◆基礎 杭長：30.5m 
 杭本数：16本 

◆柱 4.00m×7.00m 
◆底版 11.50m×11.50m 
◆基礎  杭長：30.5m 
  杭本数：25本 

 

【構造物規模の見直し】 

【地域別補正係数の変更】（レベル2タイプⅠ） 
 

○H14道示               ○H24道示 

道示改定後、東海・東南海地震の影響を考慮し、 
南海トラフ付近地域について、地域別補正係数が1.2倍に増加 

対象工区：愛知県(A地域) 対象工区：愛知県(A地域) 

【凡例】 
H14道示 地域別補正係数 

：A（Cz=1.00）

：B（Cz=0.85）

：C（Cz=0.70）

H24道示 地域別補正係数 
【凡例】 

：A（Cz=1.20）（1.2倍）

：B（Cz=1.00）

：C（Cz=0.80）



４．事業費の見直しについて：名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 

－ １０ － 

②汚染土対策としての杭種の見直し ・・・ ３１１億円 

 ■ 当初、基礎工については、場所打ち杭等で計画 

 ■ 平成24年、事業実施地域において、有害物質（鉛、砒素、ふっ素等）を含んだ汚染土壌を確認 

   (平成22年度の土壌汚染対策法改訂により、自然由来の有害物質についても、事業者による対策が必要となった) 

 ■ 汚染土処理に要する金額が高額と試算されたため、杭施工時の排土が発生しない回転杭を採用 

■基礎工法の比較 

基準超過の 
有害物質 

検出濃度 
の範囲 
(mg/L) 

基準値 
(mg/L) 

基準値超過試
料の基準に対

する倍率 
鉛 不検出～0.15 0.01 ～15.0倍 

砒素 不検出～0.065 0.01 ～6.5倍 

ふっ素 不検出～5.1 0.8 ～6.4倍 

■土質試験結果(平成24年12月) ■基礎工法の変更 
【当初計画：場所打ち杭】 【変更計画：回転杭】 地盤を掘削し、コンクリー

ト杭を築造するため、掘
削土が汚染土として排出
される。 
⇒汚染土処理費が発生 

先端に羽がついた杭を
回転させてねじ込むため、
掘削土が発生しない。 
⇒汚染土処理費が不要 

【汚染土排出】 

 汚染土処理費が高額と試算されたことから当初

工法と無排土の回転杭工法を比較 

 施工総額がコスト縮減となる回転杭工法を採用 

0

40

80

120

160

当初工法＋汚染土処理 回転杭工法 

汚染土 
処理費 

場所打ち杭等 
施工費 

回転杭 
施工費 

施工費 

汚染土が排出 汚染土排出無し 



４．事業費の見直しについて：名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 

－ １１ － 

③施工時間の制約による上部工架設方法等の見直し ・・・ ９５億円 

■ 当初、上部工架設時の規制は、4車線→2車線の終日規制を行う計画 

■ 公安委員会との協議により、交通規制は夜間のみとなったため、昼間に交通規制が生じない中央位置でクレーン架設を行い、夜間に横取り架設
で所定の位置に移動させる工法に見直し 

■ 夜間施工における交通規制期間を短縮するため、大型プレキャストPC床版、プレキャスト型枠を採用 

当 初 

変 更 

当 初 変 更 

壁高欄外側型枠を、施工後取り外しが必要な木製型枠からプ
レキャストパネルに変更し、交通規制期間を短縮 

プレキャスト床版を大型化する事
で、設置回数を削減し、交通規制
期間を短縮 

2m 

3m 
木製型枠 

As舗装 

プレキャス
トパネルの
使用 

As舗装 

①上部工横取り架設の追加 

＜当初計画：クレーン架設＞ 

②大型PC床版の採用】 ③プレキャスト型枠の採用】 

夜間対面通行 夜間通行止め 

〔桁架設(終日)〕 

終日規制を実施し
て、所定の位置に
クレーン架設 

終日規制(４車線→
２車線)により、所
定位置にクレーン
架設する計画 

夜間規制（４車線→
２車線）により、一
次架設した桁を横取
り架設で横移動 

〔桁架設：横取り(夜間)〕 

夜間交通規制を行
い、横取り架設で所
定の位置に横移動 

規制なし 規制なし 

75° 

俯角影響線お
よびベントが車
線に影響しな
い中央位置で
クレーン架設 

＜変更計画：クレーン架設＋横取り架設＞ 

昼間、規制を行わず、
中央部にクレーンで
一次架設 

〔桁架設(昼間)〕 

内回り 外回り 
内回り 外回り 内回り 外回り 

横取り 

【追加】 

夜間対面通行 夜間通行止め 

PC床版の幅を大型
化し、夜間施工時の
作業を効率化 

俯角影響線 俯角影響線 

俯角影響線 

俯角影響線 

75° 

終日対面通行 

夜間通行止め 

終日通行止め 

撤去不要 撤去必要 



４．事業費の見直しについて：名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 

④安全性向上に向けた剥落防止対策等の増工 ・・・ １１８億円 

■ コンクリート剥落対策の推進、潜在的リスクへの対応等について、共同事業者であるNEXCO中日本と協議を行った結果、同社の設計要領を踏ま
え、対策を実施することとなった 

■ これに伴い、コンクリート剥落時に、併走する国道３０２号へ影響が生じる部材について剥落防止対策を実施 

■ また、床版損傷の潜在的なリスクに対応するため、床版の長期耐久性確保を目的として、高性能床版防水を採用 

①コンクリート剥落対策の推進 

写真-剥落防止対策施工 
 （表面含浸剤） 

コンクリート床版の劣化は、橋面からの水の浸入により促進され
るため、確実な防水対策を行う必要がある。 

国道302号 

RC橋脚（PRC梁） 

【当初計画：従来型防水層】 【変更計画：高性能防水層】 

 アスファルト系シート防水層等 

 端部防水処理 

 ウレタン塗膜系防水層等 

 端部防水層を地覆まで設置 

 端部保護材の設置  

②高性能床版防水の採用 

端部防水処理 

床版防水層 

(アスファルトシート防水層等) 

表層  レベリング層 

端部防水層 

床版防水層 

（ウレタン塗膜系防水層等） 

端部保護材 

表層  レベリング層 

剥落防止対策設置範囲 含浸剤塗布範囲 

②高耐久性床版
防水の採用 

－ １２ － 

①コンクリート
剥落対策 

①コンクリート
剥落対策の
推進 



５．費用対効果：名古屋環状２号線（名古屋西～飛島） 
３便益による事業の投資効果 

 

 

 

 

 

 

 

【前回再評価時からの変更点】 

      １．H２９年度事業化済道路網に変更（H２６→Ｈ２９） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２６→Ｈ２９） ３．事業費の増加による変更 

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。 

※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。 

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ 

事業費 ＋ 維持管理費 

走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故削減便益 

事業箇所名 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計 

近畿自動車道伊勢線 

名古屋環状２号線 

（名古屋西～飛島） 

２，１９６ ２９８ ９９ ２，５９２ ２，０９１ １１３ ２，２０４ １．２ １．７ 

【事業全体】 

事業箇所名 
便益（億円） 費用（億円） 

B/C 前回評価時 
B/C 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故削減 計 事業費 維持管理費 計 

近畿自動車道伊勢線 

名古屋環状２号線 

（名古屋西～飛島） 

２，１９６ ２９８ ９９ ２，５９２ ９１９ １１３ １，０３２ ２．５ ２．３ 

【残事業】 

－ １３ － 

○費用便益分析（B/C）について 

いせ 

なご や 

とびしま な ご や 

いせ 

なご や 

とびしま な ご や 



－ １４ － 

６．代替案立案等の可能性の視点 

７．県・政令市への意見聴取結果 

８．対応方針（原案） 

■近畿自動車道伊勢線名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）の事業を継続する。 

■愛知県の意見 
   「対応方針（原案）」に対して異議はありません。 
   名古屋環状２号線は、国際物流・交流拠点の名古屋港への重要なアクセス道路であり、本区間の開通に伴って名古屋都市圏の環状道路とし 
  ての機能が最大限に発揮されることから、一日も早い開通に向け、整備を加速すること。  
   なお、事業費については、県の負担増とならないよう、コスト縮減を図るとともに、早期に中京圏の高速道路料金を見直し、これにあわせて、 
  有料道路事業の活用をお願いしたい。 
 
 
■名古屋市の意見 
   本事業は、中部国際空港、名古屋港へのアクセスに重要な事業であるとともに、海抜ゼロメートル地帯における緊急輸送道路の機能を確保 
  する役割を果たす重要な事業であることから、早期整備をお願いします。 
   なお、事業費については、市の負担増とならないよう、コスト縮減を図るとともに、首都圏・近畿圏と同様、中京圏においても、早期に利用重視 
  の料金に見直し、これにあわせた有料道路事業の活用をお願いします。 
 
 
 

■近畿自動車道伊勢線名古屋環状２号線（名古屋西～飛島）は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となってお
り、交通渋滞の緩和、物流効率化の支援、災害に強い道路機能の確保など、期待される効果が大きい事業で、都市計画決定以降、地域の課題
に大きな変化は無いことから、現計画が最も最適であると考えます。 

い せ 

な ご や い せ な ご や とびしま 

な ご や な ご や とびしま 
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